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右
レ

「
リ
′
年

正
月
や
音
な
く
忍
ぶ
老
の
身
に

耕
運
機
納
め
し
庫
の
注
連
飾

荒
れ
狂
ふ
全
山
雪
を
吹
き
ま
く
り

孫
去
り
て
庭
に
名
残
り
の
雪
だ
る
ま

刻
を
告
ぐ
初
鶏
の
声
勇
む
声

消
防
の
出
初
め
練
習
雪
踏
ん
で

恙
な
く
共
に
迎
え
し
喜
寿
の
春

ご
と
ご
と
と
風
が
つ
れ
く
る
吹
雪
か
な

羽
ば
た
き
や
初
日
雄
々
し
く
鶏
の
声

元
旦
も
か
け
声
か
け
て
立
ち
座
り

い
び
つ
な
る
孫
の
手
に
成
る
雪
だ
る
ま

城
饗
え
積
る
ほ
ど
に
は
降
ら
ぬ
雪

急
降
下
す
る
凧
も
あ
り
江
津
の
空

肥

後

狂

句

転
々
と
、
忘
れ
て
し
も
た
国
訛
り

虫
、
ノ
ッ
ク
の
雨
も
苦
に
な
ら
ん

転
々
と
、
校
歌
覚
ゆ
る
暇
の
無
ア

虫
、
飽
砥
ぐ
暇
惜
し
が
ら
す

景
気
の
悪
さ
、
客
は
ウ
イ
ン
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

郵
便
局
、
二
月
毎
来
る
顔
馴
染

何
ン
で
ん
好
き
、
今
度
は
詩
吟
習
い
よ
る

参
加
賞
、
足
引
き
づ

っ
て
貰
う
パ
パ

転
々
と
、
ト
レ
ー
ド
制
に
操
ら
れ

虫
、
遭
難
向
き
で
無
ア
装
備

人 口
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野
尻
　
誓
道

野
尻
さ
だ
む

瀬
井
せ
ん
女

熊
谷
　
つ
子

野
尻
い
く
代

草
村
　
鶴
代

草
村
あ
つ
代

熊
谷
き
よ
女

熊
谷
　
紫
雲

瀬
井
て
る
女

野
尻
　
里
女

馬
原
そ
の
女

馬
原
　
岳
人

浦  林
″ 塚 ″ 田

南  一
夫  声

出  生       S55.12.16～ 1.15受付
(住所) (保 護者) (出生児)(性別)(生年月日)

岡
本
　
琴
司

″

馬
原
　
馬
笑

″

二
子
石
探
訪

″

き

ば

む

く

″
凍

〃

厳
し
い
冬
将
軍
が
訪
れ
て
い
る
阿
蘇

地
方
―
。
本
町
の
木
郷
坂
わ
き
の
く
ば

み
に
長
さ

一
μ“
近
く
も
延
び
た
大
ツ
ラ

ラ
が
下
り
、
行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
を

震
え
上
が
ら
せ
て
い
ま
す
。
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″南
阿
蘇
は
ひ
と
つ
″

∧
阿
蘇
南
部
広
報
紙
統

一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
∨

虫
、
松
の
廊
下
で
暴
れ
た
つ

景
気
の
悪
さ
、
紅
白
見
と
る
算
段
か

転
々
と
、
名
医
探
し
て
西
東

景
気
の
悪
さ
、
財
布
の
日
は

一
文
字

（ご
×
寄
×
付
）

▽
高
森
上
在
の
含
蔵
寺
子
供
座
禅
会
か

ら
歳
末
助
け
合
い
で
金

一
封

◎
そ
の
他
の
寄
付

▽
上
色
見
中
原
の
除
田
余
さ
ん
か
ら

老
人
ク
ラ
ブ
根
子
岳
会

へ
金

一
封

▽
高
森

昭
和
の
老
人
ク
ラ
ブ

「昭
和

会
」
か
ら
高
森
中
に
薙
巾
七
十
八
枚

▽
大
字
菅
山
の
木
元
勝
代
さ
ん
か
ら
菅

山
老
人
ク
ラ
ブ

ヘ
金

一
封

▽
高
森
旭
通
り
の
後
藤

エ
イ
子
さ
ん
か

ら
旭
通
り
老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
金

一
封

・編

集

後

記
‥

▼
新
年
度
か
ら
建
設
予
定
の
役
場
庁

舎
と
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
用
地
が
自

動
車
運
転
教
習
場
跡
地
に
決
ま
り
ま
し

た
。
順
調
に
行
け
ば
今
秋
か
ら
工
事
が

始
ま
り
ま
す
。　
町
の

一
大
事
業

だ
け

に
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
協

力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼

「
お
た
ず
ね
コ
ー
ナ
ー
」
は
、
国

民
健
康
保
険
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中

か
ら
お
た
ず
ね
の
あ

っ
た
ご
意
見
に
対

し
て
お
答
え
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た

ス
ペ
ー
ス
で
理
解
し
に
く
い
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
ご
不
審
の
点
は
国
保

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
町
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

〉
高
森
町
の
小
林
常
雄
さ
ん
か
ら

（長
男
、
夕
芳
さ
ん
ｏ
３９
歳
死
去
）

〉
高
森
下
町
の
西
蓮
寺
英
語
勉
強
会
か

ら
歳
末
助
け
合
い
で
金

一
封

〉
高
森
横
町
の
吉
良
千
代
さ
ん
か
ら

（歳
末
助
け
合
い
で
金

一
封
）

S55.11.27

こ
の
と
こ
ろ
の
寒
波
と
と
も
に
現
れ

た
も
の
で
、
日
に
日
に
大
き
く
な
る
の

が
わ
か
る
ほ
ど
。
日
の
当
た
ら
な
い
く

ば
み
に
で
き
て
い
る
だ
け
に
日
中
の
暖

気
に
も
解
け
ず
、
ち
ょ
う
ど
寒
気
が
キ

バ
を
む
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
。

鳩魏
町

2.

2.

2.

2.

2.
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上 在
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旭 通

東中原
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永野原

津 留
結

(

佐藤アサオ

宇藤  康
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除田  余
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死  亡
′を ヽ/が  ‐ ヽ

(住所)(遺 族)(続柄)(死亡者)t蕗八年月盲リ

ちド
林
　
　
不
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田
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黙
公
ｆ

″
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２０
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お も な 内 容

★ 54年度決算 町の家
=1簿
………………………(2)～ (3)

☆ 所得税・住民税の申告始まる……………………(4)
☆ 役場新庁舎の建設地決まる …̈……… ……………(5)
|( 産交高森営業所が 700万キロ無事故達成……… (6)

☆ 野仏さんこんにちは 。マイホームと税金………0
☆ お知らせのページ……・…・・………………………(8)

②
0
② 原 ② 田

(住   所 )
上色見洗川

子  福岡県若宮町
色見戸狩
蘇陽町東4均原

高森横町
上色見前原

永野原岩神
大分県荻町

(婚姻屈年月 |」 )
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ヽ
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‥
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衡

０
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２

月

１１

２

月

１５

２

月

２２

３

月

１

医
　
院

・

医
　
院

日

震 東

人
事

・
救
急
車
は
８
１
１
９
ヘ

岩下 定美
(甲斐)美和子

河崎今朝俊
(白石)みゆき

工藤 健蔵
(渡辺)律子

人

奏

た

，

た

友

人

友

診療は午前
時か ら午後
時まで

②
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⑤
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54年度の―般ヽ会計ほか三つの特別会計が、

12月 定例町議会で認定されました。みなさん

が納めた税金や国からいただいた地方交付税

などがどのくらいスリ、どのように使われた

か、町の台所で特に大きな比重を占めている

一般会計の決算についてその概要を図表でお

知らせします。

般 会 計

歳 出 20億6,209万円

で

っ
か

い
今
年

の
初
夢

予T・ヽ
置 ‐‐.   硼
F_..  `」

「:凛

喘鬱″
%

Q
‐ .   |||

■.111■

厳
し
い
年

末
に
暮
れ
た

八
〇
年
。
い

ろ
い
ろ
の
問

題
が
残
さ
れ

て
新
し
い

一

九
八

一
年

ヘ

と
移
り
ま
し

た
。
私
は
元

旦
を
迎
え
、

公
私
と
も
ど

も
に
今
年
の
躍
進
の
願
し
を
込
め
て
、

初
日
の
出
に
手
を
合
わ
せ
て
祈
り
ま
し

た
。と
こ
ろ
で
、
今
年
の
私
の
初
夢
は
、

た
い
へ
ん

ユ
ニ
ー
ク
で
現
実
的
な
も
の

を
見
ま
し
た
。
も
し
か
す
る
と
、
そ
の

初
夢
が
町
振
興
の
ア
イ
デ
ア
に
生
か
せ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
み
な
さ
ん

に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
ｏ

そ
れ
は
、
国
鉄
高
森
ト
ン
ネ
ル
の
大

量
の
湧
水
を
高
森
峠
の
大
成
山
に
上
げ

て
滝
を
つ
く
り
、　
一
方
で
は
そ
の
落
差

を
利
用
し
て
町
営
の
自
家
発
電
を
起
す

と
い
う
も
の
で
す
。
電
化
の
町
と
し
て

.ヽ:

二
十

一
億

二
千
七
十
七

万
四
千
円
―

こ
れ
は
五
十

四
年
度
の
町

の
一
般
会
計

の
歳
入
総
額

で
す
。
こ
の

う
ち
使

っ
た

実
質
的
に
は
一
億
五
百
五
十
四
万
六
千

円
が
残

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
五
十
五
年
度
に
繰
越
さ
れ
た

実
質
収
支
額
は
、
前
記
の
積
立
金

（財

【
歳
入
】
五
十
四
年
度
に
町
の
一
般

会
計
に
入
っ
た
お
金

（歳
入
）
は
二
十

一
億
二
千
七
十
七
万
四
千
円
で
、
五
十

三
年
度
よ
り
一
四
・
五
％
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
主
な
要
因
は
、
高
森
小
学
校

改
築
や
色
見
保
育
所
、
町
道
建
設
の
た

め
の
国
庫
補
助
と
借
入
金
が
増
加
し
た

た
め
で
、
特
に
五
十
四
年
度
で
は
学
校

改
築
と
道
路
関
係
で
約
二
億
七
千
万
円

の
借
り
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

町
税
収
入
は
一
三
・
八
％
伸
び
、
歳

国

・
県
に
依
存
し
た
財
政
構
造

政
調
整
基
金
）
と
、
五
十
四
年
度
の
未

完
了
の
事
業
費
六
百
九
十
七
万
七
千
円

を
差
し
引
い
た
五
千
百
七
十
万
五
千
円

で
す
。

入
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、　
一
〇

ｏ
一

％
で
、地
方
交
付
税
、県

ｏ
国
か
ら
の
支

出
金
、
借
入
金
な
ど
の
依
存
財
源
に
た

よ
っ
た
財
政
構
造
に
な

っ
て
い
ま
す
。

【歳
出
】
性
質
別
内
訳
で
み
る
と
、

最
も
大
き
な
額
は
建
設
事
業
費
で
、
歳

出
の
四
二
。
一
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

町
税
収
入
か
ら
こ
の
建
設
事
業
費
を
差

し
引
く
と
、
約
四
倍
の
六
億
五
千
四
百

十
四
万
円
が
不
足
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
見
て
も
、
町
の
財
源
が
い
か
に
多
く

′ ち

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
原
稿
で
編
集
す
る
ペ
ー
ジ
で

す
。
身
近
か
な
話
題
や
、
で
き
ご
と
、

提
言
な
ど
を
お
待
ち
し
ま
す
。
原
稿
の

あ
て
先
は
役
場
総
務
課
広
報
係
。
住
所

氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。
紙
上
だ
け
匿
名
扱
い
で
き
ま
す
。

ま
た

「
わ
が
家
の
王
様
」
に
登
場
さ

せ
た
い
方
な
ど
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

町
中
が
明
る
く
な
り
、　
一
躍
、
日
本
あ

る
い
は
世
界
中
の
注
目
の
的

と

な
っ

て
、
見
学
、
観
光
客
が
後
を
断
え
ず
、

町
中
に
は
軒
並
み
に
み
や
げ
品
店
が
並

ぶ
の
で
す
。
外
輪
山
か
ら
な
が
め
る
雄

大
な
景
色
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
ナ
イ
ヤ

ガ
ラ
と
は

い
き
ま
せ
ん
が
、　
毎
日
毎

日
、　
人
の
波

で
高
森
町

が
栄
え
た
―

―
。
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
デ
ッ
カ
イ

初
夢
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
実
現
で
き
そ

う
な
夢
だ
と
も
思
う
の
で
す
。
い
つ
か

こ
れ
と
似
か
よ
っ
た
こ
と
を
実
現
し
て

い
る
町
村
が
テ
レ
ビ
に
放
映
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
が

叫
ば
れ
る
時
代
、
ト
ン
ネ
ル
か
ら
膨
大

な
水
量
が
流
さ
れ

っ
ば
な
し
に
な
っ
て

い
る
の
を
、
ほ
お
っ
て
お
く
手
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
町
発
展
の
た
め
、
有
効

に
利
用
し
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

を
与
え
て
も
ら
お
う
と
、

恩
給
欠
格
者
救
済
の
た
め

に
組
織
さ
れ
た
団
体
で

す
。
本
町
に
お
い
て
は
、

去
る
十
二
月
二
十
日
に
支

部
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

関
係
皆
様
方
の
ご
加
入
を

お
願
い
し
ま
す
。
当
連
盟

の
政
府
に
対
す
る
要
望
事

項
は
次
の
通
り
で
す
。

Ｏ
恩
給
年
限
特
例
法
の

制
定
　
②
外
地
抑
留
者
に

改
率
加
算

一
ヵ
月

に
対

し
、
ニ
カ
月
を
加
え
る
。
Ｏ
恩
給
欠

格
者
で
召
集
、
ま
た
は
徴
兵
徴
用
等

で
内
外
地
に
お
い
て
軍
務
に
服
し
た

軍
人
軍
属
に
、
軍
歴
年
数
に
応
じ
、

こ
れ
を
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
に
加

※
加
入
さ
れ
る
方
は
、
　

・・・．

次
の
最
寄
り
の
――ｌｆ
話
役
に
　
・・．．

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　
　
　
・・．．

∧
高
森

地
区
∨
津
留
貞
　
・・・．

利
、
馬
原
伴
男
、
武
田
誉
　
ｒ

宙
、
矢
野

．
藤
、
佐
藤
幸
　
・・．．

喜
、
林
朝
次
、　
田
上
由
　
・・・．

成
、
近
藤
仲

．
、
本
川
直
（　
・・・．

十
人
、
竹
原
明
　
　
　
　
　
・・・．

八
色
見
地
区
Ｖ
岩
下
励
、　
　
・・・．

佐
伯
地

．
、
山
諸
重
徳
、　
　
・・・．

後
藤
幸
光
　
　
　
　
　
　
　
・・．．

八
卓
部

地
区

∀
工
藤

忠
　
一

旭

通

り

桐

原

利

光

０

チ

ク訪

問

着

に

こ

だ

わ

る

な

今
年
も
華
や
か
な
成
人
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
両
親
の
暖
か
い
腕
の
中
か
ら

脱
皮
し
た
夢
多
き
青
年
た
ち
の
前
途
に

幸
あ
れ
と
祈
ら
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
気

持
で
す
。

と
こ
ろ
で
成
人
式
を
迎
え
る
娘
さ
ん

を
も
っ
た
知
人
か
ら
意
外
な
こ
と
を
聞

き
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
よ
い

訪
――――
着
が
な
い
の
で
成
人
式
を
久

席
し
た
い
と
い
う
の
で
す
。
し
か

も
、
な
か
に
は
訪
問
着
を
わ
ざ
わ

ざ
貸
し
衣
装
店
で
借
り
る
人
ま
で

い
る
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
ま
る
で

訪
――――
着
の
コ
／
ク
ー
ル
と
い
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

訪
問
着
が
な
い
か
ら
式
に
出
た
く
な

い
と
い
う
気
持
ち
は
理
解
で
き
な
い
わ

け
で
は
な
い
で
す
が
、
よ
り
広
い
視
野

で
成
人
式
の
も
つ
意
義
を
認
識
で
き
な

い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
　

∧

一
住
民
∨

その他

消防費

議会費

衛生費

公債費

民生費

土木費

総務費

教育費

(lζ l¬ )

13.6「∫)プリ|||1 1・ぶ夕る′|

3.939万 2「‐円11.9%|

|.981万 7「‐|||ヽ 2■1%,

7,()69万円
「
11%|

・●．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●●●

・・．．
　

旧
軍
人
軍
属
恩
給
欠

格

者
連
盟
　
算
し
て
支
給
す
る
こ
と
。
④
恩
給
欠
　
・・・．

・・・．．．
は
、
旧
軍
人
恩
給
法
の
不
平
等
、
不
　
格
者
で
軍
務
に
服
し
た
人
は
、
戦
事
　
一

，，，・．，

公
正
の
改
善
と
、
先
の
大
戦
に
参
加
　
加
算

一
律
に
一
カ
月
に
対
し
、
ニ
カ
　
一

一　
し
て
勤
務
年
数
が
不
足
す
る
人
も
、
　

月
の
追
加
加
算
。
０
戦
傷
病
者
に
障
　
，・・．

・・，．
軍
歴
に
応
じ
た
恩
給
、
ま
た
は
年
金
　
害
年
金
の
支
給
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・・・．

大
害
防
止
に
ご
協
力
を

郵
便
外
務
員
を
対
象
に
行

っ
た
調
査

に
よ
る
と
、
配
達
途
中
の
大
に
よ
る
被

害
は
全
国
で
一
カ
月
に
お
よ
そ
千
二
百

件
、
管
内
で
約
二
百
件
に
も
の
ぼ

っ
て

い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
か
ま
れ
た
り
、
飛
び
つ

か
れ
た
り
し
て
ケ
ガ
を
し
た
件
数
が
六

百
件

（管
内
約
百
件
）
を
超
え
て
い
ま

す
。
被
害
を
受
け
た
場
所
は
、
宅
地
内

が
最
も
多
く
、全
体
の
約
八
割
を
占
め
、

こ
の
宅
地
内
で
の
被
害
の
う
ち
約
七
割

が
放
し
飼
い
の
大
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
大
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
や
む
を
得
ず
配
達
を
中
止
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
Ｇ

大
を
飼
わ
れ
る
ご
家
庭
で
は
、
犬
を

つ
な
ぐ
な
ど
し
て
、
被
害
の
発
生
防
止

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ｃ
　

高
森
郵
便
局

ち

水

費
林

業

農
産

11r3,916'プ 2「
‐円|(;77う .

1は ,ヽ787万 6「・円IC).1%|

歳  出

性質別内訳
旧軍人軍属恩給欠格者

連盟に加入しましょう
義
、
安
藤

．
男
、
児
■
今
朝
光
、
今

泉
庄
占
郎
、
甲
斐
光
義

∧
野
尻
地
区
∨
城
井

一
義

、　
森

政

隆
、
瀬
井
公
司
、
後
藤
義
人
、
瀬
井

信
人

()

□日日

性叫|「

`1.|」

.(1■企:

千1:|′
‐ 4,686● ||.

|」:っ た 1.全

:ut! I , a:l -rl 'l (j98r;i'l
事業繰 ,1上 ||1源

5,170カ 円

―げt轟 1,|■ 1ヽ

(56%

‐
そ ピ)f也
■722'J円

11カ

1意 1、 1(

万 111
55′%

億 3.916万 1「
tlit:費

|(,8%

人 件 費

lrき 9,87ド 万11∫

(24.2%,
すた」力
′ιt'

1 1li l.1102'ノ |II

(('9%|

|力  |′卜 .1't

lに 8.117万 1ll
18ヽ )′ん

8億 6,877万 円(42.1%)

設 `拝 業

」|'|き、.3(11'ノ T「」11113.8%|

3f意 7.111万 円(18.1%)

51[i2,357'プ 1千 11」 125.5多ろ,

(5

額

（歳
出
）
は
二
十
億
六

千
二
百
九
万

一
千
円
で
、

差
し
引
き
額
は
五
千
八
百

六
十
八
万
二
千
円
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
歳
出
の

中
に
は
、
庁
舎
建
設
な
ど

の
た
め
の
基
金
と
し
て
積

立
て
た
四
千
六
百
八
十
六

万
四
千
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

日日
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国
立
八
代
工
専
の

学
生
募
集
要
項

八
代
工
業
高
等
専
門
学
校
で
は
次
の

通
り
昭
和
二
十
六
年
度
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

〔募
集
人
員
〕
機
械
電
気
工
学
科
四
十

名
、
情
報
電
子
工
学
科
四
十
名
、
土
木

建
築
工
学
科
四
十
名

（各
学
科
と
も
二

Ｃ
％
以
内
は
推
店
入
学
に
よ
る
）

〔願
書
受
付
〕
▽
推
薦

一
月
十
九
日
―

一
月
二
十
二
日
▽
学
力
二
月
二
日
２
二

十
日〔学
力
検
査
日
い
二
月
二
十
二
日
へ
日
）

〔学
力
試
験
科
目
〕
国
語
、
数
学
、
英

語
、
社
会
、
理
科

〔問
い
合
せ
先
〕
一０
八
六
六
　
八
代
市

平
山
新
町
二
六
二
七
　
国
立
八
代
工
業

高
等
専
門
学
校
学
生
課

（
奮
〇
九
六
五

三
⑤

一
六
一
一
）

交
通
事
故
無
料

相
談
の
ご
利
用
を

日
本
損
害
保
険
協
会

熊
本
相
談
セ
ン
タ
ー

社
団
法
人

・
日
本
損
害
保
険
協
会
熊

本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
交
通
事
故
の
無
料
相
談
を
行

っ
て
い

ま
す
。
受
付
は
平
日
が
午
前
九
時
半
か

ら
午
後
四
時
半
、
土
曜
日
は

正

午

ま

で
。交
通
事
故
の
被
害
者
、
加
害
者
の
た

め
自
動
車
保
険
の
請
求
手
続

き

の

ほ

か
、
事
故
解
決
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ご
相
談
に
は

専
門
の
相
談
員
が
あ
た
り
、
毎
週

一
回

（水
曜
日
午
後

一
時
２
四
時
）
は
弁
護

士
の
相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
来
訪
、

電
話
い
ず
れ
で
も
無
料
で
す
か
ら
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
は
熊
本
市
水
道
町
一
五
―
三
二

農
専
ビ
ル
六
階

（貯
金
会
館
隣
）
自
賠

責
保
険
熊
木
調
査
事
務
所
内

（
雪
〇
九

六
三
―
五
六
―
〇
六
二
七
）

補
助
造
林
の
取
扱

い
が

一
部
変
更
に

昨
年
十
二
月

一
日
か
ら
県
条
例
の
改

正
に
よ
っ
て
補
助
造
林
の
苗
木
の
取
扱

い
が
次
の
通
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
ｏ
こ

れ
か
ら
造
林
を
予
定

さ
れ
て

い
る

方

は
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

∧
変
更
の
内
容
∨

①
造
林
用
苗
木
は
、
熊
本
県
森
林
組

合
連
合
会
か
ら
森
林
組
合
を
経
由
し
て

購
入
し
た
も
の
に
限
り
補
助
す
る
こ
Ｌ

に
な
り
ま
し
た
ｏ

②
自
分
の
山
に
植
え
る
苗
木
を
自
分

国
ヽ
県
に
依
存
し
て
い
る
か
が
わ
か
り

ま
す
。
建
設
事
業
は
、
振
興
計
画
の
樹
立
に

よ
っ
て
計
画
的
に
進
め
て
お
り
、
五
十

四
年
度
は
重
点
事
業
と
し
て
、
①
高
森

小
学
校
の
改
築
②
色
見
保
育
所
新
設
③

公
営
住
宅
建
設
と
過
疎
対
策
道
路
の
整

備
、
こ
の
ほ
か
坊
が
平
堤
改
修
工
事
、草

地
開
発
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

次
に
人
件
費
は
、
全
体
の
二
四
・
二

％
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
職

で
生
産
し
た
場
合
に
は
、
森
林
組
合
を

通
じ
て
、
県
事
務
所
長
の
確
認
を
受
け

た
も
の
に
限
り
補
助
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
ｏ

③
特
定
の
苗
木
生
産
者
か
ら
苗
木
を

購
入
し
た
場
合
に
は
、
森
林
組
合
に
そ

の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
総
代
を
通
じ
て
組
合

員
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

∧
高
森
町
森
林
組
合
∨

技
能
士
通
信
講
座

の
受
講
者
を
募
集

雇
用
促
進
事
業
団
職
業
訓
練
大
学
校

で
は
、
生
産
現
場
で
働
く
人
の
た
め
に

一
、
二
級
技
能
士
訓
練
課
程
通
信
制
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通
信
制
訓
練
で

す
か
ら
自
宅
で
学
習
で
き
、
し
か
も
、

一
、
二
級
技
能
検
定
学
科
試
験
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

▽
科
目
　
（
一
級
）
機
械
加
工
科
、
仕

上
げ
科
、
板
金
科
、
配
管
科

（
二
級
）

板
金
科
、
建
築
科
、
左
官
科
、
金
属
塗

装
科
、
配
管
科
、
他
二
十
四
科
日

▽
期
間
　
約

一
カ
年

〉
受
講
料

　
（
一
級
）
八
千
円
（
二
級
）

六
千
円

▽
特
典
　
一
、
二
級
技
能
検
定
学
科
試

験
免
除
※
く
わ
し
く
は
菊
池
郡
西
合
志
町
黒

石
　
熊
本
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

（
奮

〇
九
六
二
四
―
二
―
〇
二
九

一
）

へ
。

高
森
幼
稚

園
で

人
園
児
を
募
集

高
森
幼
稚
園
で
は
、
五
十
六
年
度
の

入
園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
人

数
は
八
十
人
。

入
園
ご
希
望
の
方
は
直
接
、
高
森
幼

稚
園

（高
森
昭
和

。
雷
②
Ｏ
Ｏ
九
四
）

に
お
中
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

S男
ビ /

財政力指数0.22

市町村の,財政の豊かさを表わす

ものに「財政力指数」が あ りま

す。これは国が定めた一定水準の

行政活動をしていくために必要な

費用を、その自治体の税収入など

で賄えるかを判定するものです。

この指数が 1.0に 満た ないと き

は、その不足分を交付税で補てん

されます。

本町の財政力指数は0.22で財源

不足団体にあたります。54年度は

8億 831万 6千円が高森町に交
付されました。

借入金は23億円超す
自治体が多額の費用を必要とす

る事業をする場合に、資金の不足

分を借入金で補うことが ありま

す。しかし、この借入金は財政規

模に見合った額にとどめないと、

その返済で財政が苦しくなってし

まいます。この返済額が税収入な

どに占める割合を「公債比率」と

呼んでいます。この比率は低い方

が望ましく、10%を超えると財政
の健全性が脅されてしまいます。

54年度は 6.9%の公債比率で、
借入金は 23億 6692万円。

歳  入

21億 2,077万円
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健
康
保
険
税
の
公
平
な
課
税
を

【
問
い
】
家
族
が
少
な
い
の
に
国
民
健
康

保
険
税
が
高
い
の
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。

所
得
を
適
格
に
把
握
し
、
公
平
な
課
税
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
答
え
】
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
支
出
に

は
、
保
険
給
付

（医
療
費
）
や
、
あ
ん
ま
料
金

助
成
、
国
保
事
業
の
管
理
運
営
の
た
め
の
必
要

な
経
費

（物
件
費
、
人
件
費
）
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
国
庫
補
助

と
、
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税

を
唯

一
の
財
源
に
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
保
会
計
は
一
般
会
計
と
異
な
り
、
支
出
総

額
に
応
じ
て
収
入
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
が
大
き
な
特
色
な
の
で
す
。

さ
て
、
保
険
税
で
す
が
、
保
険
税
は
各
世
帯

の
前
年
の
所
得
や
家
族
数
を
基
礎
に
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
。
そ
の
算
定
額
の
中
で
所
得
が
課
税

額
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
の
で
、
家
族
数
が
少

な
く
て
も
、
そ
の
世
帯
に
対
し
て
賦
課
さ
れ
る

保
険
税
は
高
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

従

っ
て
、
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
が
正
し
い

所
得
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
保
険

税
は
不
公
平
な
も
の
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
国

保
税
の
総
額
が
あ
ら
か
じ
め
決
定
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ほ
か
の
人
に
不
当
に
余
分
な
負
担
を

負
わ
せ
る
結
果
に
も
な
り
ま
す
。
国
保
の
原
則

で
あ
る
相
互
扶
助
の
根
源
を
十
分
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

員
給
は
、
人
件
費
の
六
四
・
八
％
、
三

億
二
千
三
百
二
万

一
千
円
で
す
。
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所
得
税
、
町
県
民
税
の
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で

す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
お
近
く

の
税
務
署
か
役
場
税
務
課
に
よ
る
無
料
の
納
税
相
談
会
場
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
町
役
場
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
で
は
、
臨
時
の
申
告
窓
口
を
開
き
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

巡
回
納
税
相
談
の
ご
利
用
を

受
け
る
人

〈
税
金
が
戻

っ
て
く
る
人
〉

①
給
与
所
得
者
で
昭
和
五
十
五
年
の

中
途
に
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か

っ
た
た
め
、
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ

た
人②
給
与
所
得
者
で
雑
損
控
除
、
医
療

費
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
や
住
宅
取
得

控
除
、
住
宅
貯
蓄
控
除
な
ど
の
税
額
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

③
配
当
金
や
外
交
員
報
酬
な
ど
に
つ

い
て
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
が
納
め
す
‐

ぎ
に
な
る
人

④
予
定
納
税
を
し
て
い
る
人
で
、
災

害
な
ど
で
所
得
が
減
り
、
確
定
申
告
の

必
要
が
な
く
な
っ
た
人

〔町
県
民
税
〕
こ
と
し

一
月

一
日
現
在

町
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
、
昭
和
五
十

五
年
中
に
所
得
が
あ
る
人
。
た
だ
し
次

に
該
当
す
る
人
を
除
き
ま
す
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

②
昭
和
五
十
五
年
中
の
所
得
が
給
与

所
得
だ
け
の
人

③

一
カ
所
か
ら
給
与
を
受
け
る
給
与

所
得
者
で
、
給
与
所
得
以
外
の
所
得
の

合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

④
ニ
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
る

人
で
、
年
末
調
整
を
受
け
な
い
従
た
る

給
与
等
の
金
額
と
給
与
以
外
の
所
得
と

の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

⑤
同
族
会
社
の
役
員
等
で
そ
の
法
人

か
ら
給
与
の
ほ
か
に
貸
付
金
の
利
子
や

不
動
産
の
賃
貸
料
、機
械
器
具
、営
業
権

の
使
用
料
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
る
人

⑥
み
な
し
法
人
課
税
を
選
択
し
た
人

⑦
資
産
所
得
の
合
算
課
税
の
適
用
を

野尻 2

阿
蘇

税
務
署
と

町
役
場
税
務
課

で

は
、
申
告
や
納
税
の
こ
と
が
わ
か
ら
な

い
人
の
た
め
に
、
巡
回
納
税
相
談
を
別

表
の
通
り
行
い
ま
す
。

申
告
書
の
書
き
方
、
所
得
の
計
算
、

諸
控
除
の
計
算
な
ど
不
明
な
点
を
最
寄

り
の
会
場
で
ご
相
談
に
な
り
、
納
得
の

い
く
中
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
時
間
は

各
会
場
と
も
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

（土
曜
日
の
午
後

と

日
曜

日

を
除

く
）
。
巡
回
納
税
相
談
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
予
定
さ
れ

た
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
申
告
の
必
要
な
人
〉

〔所
得
税
〕
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

①
昭
和

五
十
五
年
中
の
所
得

金
額

（源
泉
分
離
課
税
な
ど
の
適
用
を
受
け

そ
の
名
も
子
安
観
音
。
ひ
と
目
で

そ
れ
と
わ
か
る
仏
で
あ
る
。
仏
像
と

し
て
は
、
あ
る
い
は
嵩
高

な
気
品

と
、
有
難
味
に
乏
し
い
お
顔
か
も
し

れ
な
い
。
鼻
も
欠
け
て
お
り
、
は
た

け
た
胸
の
あ
た
り
に
も
、
幾
分
し
ど

る
所
得
を
除
く
）
の
合
計
が
配
偶
者
控

除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
額
の

合
計
額
を
超
え
る
人

②
昭
和
五
十
五
年
中
の
給
与
の
収
入

金
額
が

一
千
万
円
を
超
え
る
人

五
十
四
年
度
固
定
資
産
税
の
納
付
書

発
行
を
間
近
に
控
え
た
税
務
課
で
は
、

不
動
産
の
所
有
者

（管
理
者
）
に
対

し
、
自
分
の
資
産
に
間
違
い
が
な
い
か

一　

一　

一

タ

タ

タ

ン

ソ

ン

セ
セ
セ

幹
落
業
産

基
集
林
畜

よ
く
確
か
め
て
も
ら
う
た
め
、
二
月

一

日
か
ら
二
十
日
ま
で
本
庁
と
出
張
所
で

課
税
台
帳
の
無
料
縦
覧
を
行

っ
て
お
り

ま
す
。
係
で
は
固
定
資
産
台
帳
の
整
理

に
あ
た
っ
て
は
原
則

と
し
て
法
務
局

（登
記
所
）
か
ら
の
登
記
済
通
知
書
に

よ
っ
て
行

っ
て
お
り
、
毎
年
申
告
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
償
却
資

産
以
外
の
土
地
、
家
屋
に
つ
い
て
は
、

台
帳
に
登
載
さ
れ
た
と
お
り
の
所
有
者

（管
理
人
）
に
税
金
を
賦
課
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
な
か
に
は
す
で
に
滅
朱

し
た
家
屋
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

場
合
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
納
付

書
を
発
行
し
た
あ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
と

苦
情
を
持
ち
込
む

例
を
見

受
け
ま

す

が
、
ぜ
ひ
こ
の
無
料
縦
覧
期
間
中
に
台

帳
記
載
の
確
認
を
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
に
は
、
資
金
づ
く
り
や

設
計
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
で
て
き
ま
す

が
、
税
金
も
そ
の
一
つ
で
す
。

そ
こ
で
、
土
地
や
家
を
買

っ
た
と
き
に
か
か

る
税
金
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し

ま
し
よ
う
ｏ

・
三
平
方
研
当
た
り
千
円
で
、
最
高
三

万
円
が
三
年
間
所
得
税
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。
住
宅
取
得
控
除
が
受
け
ら
れ
る
住
宅

は
０
床
面
積
が
百
六
十
五
平
方
研
以
下

②
工
事
完
了
ま
た
は
購
入
し
て
か
ら
六

カ
月
以
内
に
入
居
し
、
引
き
続
き
入
居

し
て
い
る
こ
と
０
五
十
七
年
十
二
月
二

十

一
日
ま
で
に
、
住
宅
を
新
築
ま
た
は

新
築
住
宅
を
購
入
し
て
自
分
で
居
住
す

る
こ
と
―
な
ど
で
す
。

な
お
、
住
宅
ロ
ー
ン
等
に
よ
っ
て
新

築
住
宅
を
購
入
し
、
年
間
返
済
額
が
三

十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
返
済

額
に
応
じ
て
最
高
三
万
円
が
控
除
額
に

加
算
さ
れ
、
合
計
六
万
円
が
控
除
さ
れ

ま
す
。
※
こ
の
ほ
か
、
土
地
や
家
屋
を
取
得

し
た
場
合
に
は
、
税
金
が
安
く
な
る
特

例
措
置
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
特
例
措
置

の
適
用
を
受
け
る
に
は

「取
得
の
日
か

ら
六
十
日
以
内
」
に
申
告
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
適
用
条
件
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
役
場
税
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

写

来

け
な
さ
が
に
お

っ
て
い
る
ｃ
こ
の
阿

蘇
の
、
ど
こ
に
で
も
い
る
農
家
の
お

か
み
さ
ん
と
い
っ
た
容
姿
で
あ
る
ｃ

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
、
よ
リ
リ

ア
ル
で
、
心
か
ら
の
親
し
み
を
こ
め

て

「
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
お
す

が
り
で
き
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
激

し
い
野
良
仕
事
の
合
間
に
、
畑
の
あ

ぜ
道
で
胸
を
広
げ
、
乳
房
に
流
れ
る

汗
を
ふ
き
な
が
ら
、

い
と
し
い
子
に

授
乳
す
る
若
い
お
母
さ
ん
を
よ
く
見

か
け
る
が
、
私
は
こ
の
も
た
り
ま
え

の
情
景
に
、
い
つ
も
無
条
件
に
熱
い

も
の
を
ま
ぶ
た
に
覚
え
る
。

そ
れ
は
、
こ

の
濁

世

（
じ
ょ
く

〃阿
蘇
の
母
″子
安
観
音

―

‥―
受
付
期
間

・
２
月
１６
日
か
ら
３
月
１５
日
ま
で

―

〓
―

―

区一醐蛹

地
一“
旭

和
　
神
町

昭
　
天
上

村
原
大
中

倉小
井
山

象
一Ｄ
一一剛

対
一午

2

日

18

19

20

21

23

24

25

26

27

4

5

6

7

9

か セこ
こ
の
観
音
は
、　
そ
う

し
た

意
味

で
、
ま
さ
に
阿
蘇
の
お
母
さ
ん
の
姿

で
あ
る
。
私
の
勝
手
な
想
像
で
は
あ

る
が
、
こ
の
仏
を
彫

っ
た
阿
蘇
の
石

<4>
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山

　

在

村

　

上

じ
み
で

る
瞬

間

だ
か
ら
だ
ろ
う

Ｉ
は
、
あ
る
い
は
、
自
分
の
愛
す
る

要
や
ｒ
を
心
に
描
き
な
が
ら
の
み
を

ふ
る

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ｃ

特
に
、
胸
に
抱
か
れ
た
み
ど
り
子

の
愛
ら
し
さ
は
抜
群
で
あ
る
。
母
観

音
に
比
べ
、
子
供
の
方
に
細
か
な
細

工
は
省
い
て
あ
る
が
、
全
体
的
な
シ

ン
メ
ン
ト
リ
ー
に
、
掌
中
の
玉
と
い

っ
た
子
供

へ
の
愛
情
と
熱
意
が
あ
ふ

れ
て
い
る
ｃ

メ　‐モ‐
一境輔嚇μ紳一・岬柿料

き
。
乳
が
出
な
か

っ
た
り
、
少

な
い
母
に
霊
験
あ
ら
た
か
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
像
高
六
十
五

考
ｃ

文

・
佐
藤
武
之

心から親しみのある子安観音

マ

◇
　
　
◇

土
地
や
家
を
買

っ
た
と
き
に
か
か
る

税
金
は

「
登
録
免
許
税
」
と

「
不
動
産

取
得
税
」
。
ま
た
、
控
除
さ
れ
る
方
で

は

「住
宅
取
得
控
除
」
が
あ
り
ま
す
。

▽
登
録
免
許
税
…
…
土
地
や
家
を
登
記

す
る
と
き
に
か
か
る
税
金
で
、
取
得
し

た
不
動
産
の
価
額

（固
定
資
産
課
税
台

帳
の
評
価
額
）
に
税
率
を
掛
け
て
税
額

を
算
出
し
、
登
記
申
請
の
際
に
納
付
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
税
率

は
、
登
記
の
目
的
に
よ
っ
て
異
り
ま
す

が
、
新
築
住
宅
の
所
有
権
保
存
登
記
や

建
売
業
者
な
ど
か
ら
購
入
し
た
新
規
住

宅
の
所
有
権
の
移
転
登
記
に

つ
い

て

は
、　
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
っ
て
い

れ
ば
○

・
六
省
が
〇

・
二
で
に
軽
減
さ

れ
る
と
い
う
特
例
が
あ
り
ま
す
。

▽
不
動
産
取
得
税
…
…
こ
の
税
金
は
土

地
や
建
物
な
ど
の
不
動
産
を
取
得
し
た

と
き
に
か
か
る
県
税
で
、
不
動
産
の
価

額

（登
録
免
許
税
の
場
合
と
同
様
）
に

三
で
の
税
率
を
掛
け
て
算
出
し
ま
す
。

▽
住
宅
取
得
控
除
…
…
マ
イ
ホ
ー
ム
を

新
築
し
た
り
、
建
て
売
り
の
新
築
住
宅

を
購
入
し
た
と
き
は
、
そ
の
床
面
積
三

森せ
）
の
中
で

も
、
昔
か
ら

変
わ
ら
ぬ
最

高
に
心
温
ま

る
平
和
と
愛

の
極
致
が
、

|、
1li  111「

ド  |‖∫

,∵ |:  洲
`

下  1刀

永野原

中

,111マイ2

留

倉

津田

河原 1

久

津

社

芹

菅

矢

津留 1

野尻 1

尾 下

固

定

資

産

課

税

台

帳

爛
月
硝

無
料
縦
覧
に
ど
う
ぞ

10
洗 川ヽ
前 原ブ
1戸
111■
1西

12
上記
でき

曇百ζ)1河原公民館
`'り

″りヽ 4ノ |

農協
1 上色見支所

庫 、|

督サ1農協色見支所ち♂
土
地
や
家
を
買

っ
た
と
き

日程に中告
なかった人

2月 19日 (9.00～ 15.00)
3月 1日 ～ 3日

いずれも会場は畜産センター

13

〉贈与税関係
〉所得税関係
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おめでとう./新成人
116人が参加して式典

′

青
年
団
体
の
紹
介
や
意
見
発
表
も

新成人を代表して誓いのことばを述べる岩下勝子さん

本
町
で
は
こ
と
し
男
七
十
二
人
、
女

七
十
二
人
、
計
百
四
十
六
人
が
成
人
式

を
迎
え
ま
し
た
。

式
典
は
一
月
十
五
日
午
前
十
時
か
ら

畜
産
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
帰
省
中
の

右

者

も

含
め
百
十
六
人

（男
五
十
八

人
、
女
五
十
八
人
）
が
参
加
。
瀬
井
助

役
の
開
式
の
こ
と
ば
の
あ
と
、
岩
下
町

長
が

一
人
人
と
し
て
の
義
務
、
責
任
を

十
分
認
識
さ
れ
て
、
立
派
な
社
会
人
、

国
際
人
と
し
て
成
長
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
成
人
者

一

人
ひ
と
り
に
成
人
者
手
帳
と
記
念
品
を

手
渡
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
新
成
人
を
代
表
し

て
高
森
冬
野
の
岩
下
勝
子
さ
ん

（役
場

勤
務
）
が

「今
日
の
こ
の
感
激
と
希
蓼

を
生
涯
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
い
か

●・
な
る
困
難
に
直
面
し
ょ
う
と
、
素
直
で

柔
軟
な
魂
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
立
派
な
社
会
人
と

な
り
ま
す
」
と
宣
誓
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。

こ
の
あ
と
記
念
行
事
に
移
り
、
町
内

各
青
年
団
体
の
若
者
た
ち
が
工
夫
を
凝

ら
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
を
紹
介
。
ま

た
新
成
人
代
表
の
自
石
浩

さ

ん

（農

業
）
、
甲
斐
千
穂
さ
ん

（銀
行
員
）
、

東
信
治
さ
ん

（学
生
）
、
宇
藤
恵
美
さ

ん

（農
協
職
員
）
五
人
も
成
人
と
し
て

の
自
覚
、
主
張
を
披
露
し
て
会
場
い
っ

ば
い
の
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
ｏ

野
尻
草
部
分
駐

所
の
庁
舎
完
成

大
字
中

・
祭
場
に

本
町
山
東
部
の
消
防
、
救
急
業
務
の

中
核
と
な
っ
て
い
る
阿
蘇
広
域
消
防
組

完
成
し
た
分
駐
所
の
新
庁
舎

順

調

に
進

め
ば

今

秋

着

工
線
沿
い
に
広
が
り
、
近
く

に
国
道
バ
イ
パ
ス
も
通
る

計
画
が
あ
る
と
い
う
の
が

選
定
に
あ
た
っ
て
の
結
論

で
す
。
基
本
計
画
で
は
、
こ
こ

に
総
事
業
費
約
五
億
円
で

鉄
筋
三
階
建
て
の
庁
舎

（延
べ
面
積
千

八
百
平
方
眉
）
と
、
二
億
八
百
万
円
で

同
じ
鉄
筋
二
階
建
て
の
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー

（延
べ
面
積
千
百
六
平
方
ソ
）
を

で
き
れ
ば
同
時
に
、
五
十
六
年
度
か
ら

ニ
カ
年
で
完
成
し
た
い
意
向
で
す
。
設

計
は
県
内
大
手
設
計
事
務
所
四
社
に
よ

る
指
名

コ
ン
ペ
方
式
で
、
こ
の
ほ
ど
設

計
事
務
所
も
決
定
し
ま
し
た
ｏ

こ
の
二
つ
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

補
助
の
対
象
に
な
ら
な
い
庁
舎
に
関
し

た
財
源
調
達
が
最
も
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
が
、
町
で
は
積
立
基
金
の
予
定
額

一
億
五
千
万
円
と
、
こ
れ
に
財
産
収
入

一
億
円
、
残
り
に
一
般
財
源

と

起

債

（借
入
金
）
を
あ
て
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
順
調
に
い
け
ば
九
月
入
札
、
十

月
末
着
工
に
な
り
そ
う
で
す
。

合
野
尻

。
草
部
分
駐
所

（
田
日
健

一
所

長
、
九
人
）
の
新
庁
舎
が
大
字
中

ｏ
祭

場
の
県
道
津
留
―
柳
谷
線
沿
い
に
こ
の

ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

同
消
防
組
合
は
昨
年
四
月
に
ス
タ
ー

ト
、
職
員
の
研
修
が
終
わ
っ
た
十
月
か

ら
野
尻
、
草
部
管
内
で
も
実
働
に
入
っ

て
い
ま
す
が
、
庁
舎
建
設
が
間
に
合
わ

ず
、
草
部
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
を
仮
庁

舎
に
業
務
を
進
め
て
い
ま
し
た
ｏ

完
成
し
た
野
尻

・
草
部
分
駐
所
は
敷

地
面
積

一
千
平
方
ソ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
平
屋
建
て

（床
面
積
百
九
十
四

・

五
六
平
方
研
）
、
総
工
費
二
千
四
百
七

十
万
円
。
真
新
し
い
ボ
ン
ブ
車
と
救
急

車
各

一
台
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

業
務
開
始
後
、
草
部
の
国
道
沿
い
で

山
林
と
民
家
火
災
が
あ

っ
た
ほ
か
、
交

通
事
故
、
負
傷
、
急
病
な
ど
合
わ
せ
て

九
件
の
救
急
活
動
に
出
動
し
ま
し
た
。

本
町
の
行
政
の
中
枢
と
な
る
役
場
新

庁
舎
と
こ
れ
に
併
設
す
る
林
業
総
合
セ

ン
タ
ー
の
建
設
計
画
は
、
こ
の
ほ
ど
用

地
選
定
が
ま
と
ま
っ
た
た
め
、
新
年
度

着
工
に
向
け
て
の
見
通
し
が

一
歩
明
る

く
な
り
ま
し
た
ｏ

本
決
ま
り
と
な
っ
た
建
設
地
は
、
町

道
色
見
環
状
線
沿
い
の
自
動
車
教
習
場

跡
地

（九
千
百
十
三
平
方
研
）
。
敷
地

が
広
く
、
周
辺
道
路
も
大
型
車
の
進
入

が
容
易
。
さ
ら
に
、
近
年
は
住
宅
、
店

舗
の
進
出
が
町
北
部
や
国
道
三
二
五
号

‡
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困
き
に
も
め
げ
ず

新
春
恒
例
、
本
町
の
消
防
出
ぞ
め
式

は
、
寒
気
厳
し
い
一
月
十
日
午
前
九
時

か
ら
高
森
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

宇
藤
団
長
以
下
、
十

一
分
団
二
十
二

部
四
百
六
人
と
高
森
中
少
年
消
防
隊
五

放
水
操
作
も
み
ご
と
な
団
員
た
ち 十

人
、
来
賓
多
数
が
参
加
し
、
国
旗
掲

揚
、
全
国
殉
職
消
防
団
員
に
黙
と
う
を

さ
さ
げ
た
あ
と
、
各
分
団
は
訓
練
礼
式

に
よ
り
岩
下
町
長
か
ら
通
常
点
検
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
本
田
副
団
長

の
指
揮
で
別
所
の
堤
ま
で
分
列
行
進
。

し
ん
が
り
を
務
め
た
高

森
中
少
年
消
防
隊
も
元

気
い
っ
ば
い
で
し
た
。

第
二
会
場
の
別
所
の

堤
で
は
、
揃
い
の
ハ
ッ

ピ
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
の

団
員
た
ち
が
堤
を
扇
形

に
取
り
囲
ん
で

一
斉
放

水
。　
エ
ン
デ
ン
音
を
高

ら
か
に
響
か
せ
、
空

高
く
水
の
カ
ー
テ
ン

を
描
き
ま
し
た
ｏ
こ

の
日
の
表
彰
は
次
の

通
り
で
す
。

【
通
常
点
検
】
０
機

動
分
団
②
第
八
分
団

（野
尻
）
０
第
七
分
団
二
部
へ色
見
）

【
退
職
消
防
団
員
表
彰
】
▽
在
職
二
十

五
年
以
上
＝
山
村

一
郎
、
二
子
石
壮
、

森
元
新

一
、
栗
焼
章
聖
、
下

田
今

朝

義
、
阿
南
近
義
、
草
村
秀
章
、
工
藤
重

幸
▽
在
職
十
五
年
以
上
＝
井
上
敬
雄
ほ

か
十

一
人
。

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】
▽
退
職
消
防

団
員
感
謝
状
＝
山
村

一
郎
、
工
藤
重
幸

▽
功
績
章
二
十
年
＝
阿
南
捷
光
、
甲
斐

富
士
郎
、
伊
藤
房
光
、
井
上
英
雄
、
鶴

林
豊
成
、
後
藤
健
夫
、
古
澤
慶
男
▽
勤

続
章
十
五
年
＝
本
田
雄
二
郎
ほ
か
十
三

人
。
【
町
長
感
謝
状
】
▽
退
職
団
員
＝
二
子

石
壮
▽
消
防
施
設
整
備

に
伴
う
協
力
者
＝
永
秀

寺
、
後
藤
慶
男
、
工
藤

征
夫
、
冨
永
賢
治
、
甲

斐
統

一
、
興
相
盛
徳
、

本
田
善
忠
、

檜

木

野

享
、
後
藤
今
朝
四
郎
、

後
藤
英
範
、

栗

焼

長

命
、
瀬
井
他
人
、
工
藤

日
押
、
野
尻
耕
蔵
、
田

上
房
男
、　
甲
斐

ミ
ズ

査

野
尻
勇
．森
政
隆
、

吉
良
山

一
昭
、
後
藤
末

親
、
本
田
三
学
。

町消防団を点検する岩下町長

ち

ち
産
交
高
森
営
業
所
へ神
永
俊
雄
所
長
）

は
、
こ
の
ほ
ど
バ
ス
運
転
無
事
故
七
百

万
キ
ロを
達
成
、
こ
れ
を
記
念
し
て
益
城

町
の
ベ
ト
ナ
ム
難
民
を
阿
蘇
に
無
料
招

待
し
ま
し
た
。　
一
事
業
所
七
百
万
♂
無

事
故
と
い
う
の
は
、
か
っ
て

な

い
記

録
。
同
社
は
も
と
よ
り
、
九
州
の
バ
ス

会
社
を
含
め
て
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

七
百
万
キ
ロ
に
要
し
た
期
間
は
、
四
十

七
年
十

一
月
十
五
日
か
ら
五
十
五
年
九

月
二
十
六
日
ま
で
。
約
八
年
間
、
地
球

を
無
事
故
で
約
百
六
十
六
周
し
た
勘
定

で
す
。
同
営
業
所
の
一
日
平
均
運
行
距
離
は

定
期
と
貸
切
り
を
合
わ
せ
て
約
二
千
五

百
キ
ロ。
同
社
の
バ
ス
営
業
所
と
し
て
は

多
い
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ

け
に
記
録
を
つ
く
る
の
は
容
易
で
な
か 無

事
故
表
彰
を
喜
ぶ
神
永
所
長

っ
た
わ
け
で
す
。
無
事
故
六
百
万
キ
ロ達

成
の
際
に
県
警

。
県
安
全
運
転
管
理
者

等
協
議
会
か
ら
優
良
事
業
所
の
表
彰
、

今
回
の
七
百
万
キ
ロ
で
は
社
内
表
彰
を
受

け
ま
し
た
ｏ

同
営
業
所
の
運
転
士
は
二
十
人
。
平

均
約
四
十
七
歳
、
運
転
歴
十
五
年
以
上

の
ベ
テ
ラ
ン
ば
か
り
で
す
。

神
永
所
長
は

「管
内
路
線
は
山
間
狭

院

（あ
い
）
の
道
が
多
く
、
運
転
条
件

は
よ
く
な
い
の
で
す
が
、
地
元
運
転
士

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
危
険
箇
所
の

把
握
が
万
全
。
ま
た
事
故
予
測
の
運
転

が
徹
底
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
。

「今

後
は
八
百
万
キ
ロ無
事
故
と
三
千
日
無
事

故
を
目
標
に
し
た
い
」
と
抱
負
を
語

っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

700万キロ無事故達成

九州の事業所で初の快挙
r
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